
令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

第
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
個
人
関
連
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
）

第
七
条
の
二

法
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
こ
れ
に
含
ま
れ
る
個
人
関
連
情
報
を
一
定

の
規
則
に
従
っ
て
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
特
定
の
個
人
関
連
情
報
を
容
易
に
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
体

系
的
に
構
成
し
た
情
報
の
集
合
物
で
あ
っ
て
、
目
次
、
索
引
そ
の
他
検
索
を
容
易
に
す
る
た
め
の
も
の
を
有
す
る

も
の
を
い
う
。

第
八
条
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
保
有
個
人
デ
ー
タ
の
安
全
管
理
の
た
め
に
講
じ
た
措
置
（
本
人
の
知
り
得
る
状

態
（
本
人
の
求
め
に
応
じ
て
遅
滞
な
く
回
答
す
る
場
合
を
含
む
。）に
置
く
こ
と
に
よ
り
当
該
保
有
個
人
デ
ー
タ

の
安
全
管
理
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
を
除
く
。）

第
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
第
三
者
提
供
記
録
か
ら
除
外
さ
れ
る
も
の
）

第
九
条

法
第
二
十
八
条
第
五
項
の
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

当
該
記
録
の
存
否
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
本
人
又
は
第
三
者
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
に
危
害
が

及
ぶ
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

二

当
該
記
録
の
存
否
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
違
法
又
は
不
当
な
行
為
を
助
長
し
、
又
は
誘
発
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
も
の

三

当
該
記
録
の
存
否
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
国
の
安
全
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
、
他
国
若
し
く
は
国
際

機
関
と
の
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
又
は
他
国
若
し
く
は
国
際
機
関
と
の
交
渉
上
不
利
益
を
被
る
お
そ

れ
が
あ
る
も
の

四

当
該
記
録
の
存
否
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
の
予
防
、
鎮
圧
又
は
捜
査
そ
の
他
の
公
共
の
安
全

と
秩
序
の
維
持
に
支
障
が
及
ぶ
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

第
十
三
条
第
一
項
中
「
第
四
十
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
、
法
第
四
十
条
第
一
項
、
法
第
五
十

八
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
民
事
訴
訟
法
（
平
成
八
年
法
律
第
百
九
号
）
第
九
十
九
条
、第
百
一
条
、

第
百
三
条
、
第
百
五
条
、
第
百
六
条
、
第
百
八
条
及
び
第
百
九
条
、
法
第
五
十
八
条
の
四
並
び
に
法
第
五
十
八
条
の

五
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
又
は
第
二
節
」
を
「
か
ら
第
三
節
ま
で
」
に
改
め
、「
と
き
」
の
下
に
「
、
又
は
法
第
二
十

二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
を
行
使
し
た
と
き
」
を
加
え
、「
次
に
掲
げ
る
」
を
「
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
を
行
使
し
た
場
合

そ
の
報
告
の
内
容
そ
の
他
参
考
と
な

る
べ
き
事
項

二

法
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
を
行
使
し
た
場
合

報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
の
要
求
又
は
立

入
検
査
を
行
っ
た
結
果
に
よ
り
判
明
し
た
事
実
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

三

法
第
五
十
八
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
民
事
訴
訟
法
第
九
十
九
条
、
第
百
一
条
、第
百
三
条
、

第
百
五
条
、
第
百
六
条
、
第
百
八
条
若
し
く
は
第
百
九
条
、
法
第
五
十
八
条
の
四
又
は
法
第
五
十
八
条
の
五
の

規
定
に
よ
る
権
限
を
行
使
し
た
場
合

そ
の
結
果
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

第
十
九
条
第
一
項
中
「
第
四
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十
七
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
個
人
情

報
」
の
下
に
「
、
仮
名
加
工
情
報
」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

法
第
四
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
業
務
の
範
囲
を
限
定
す
る
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て

は
、
対
象
と
す
る
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
等
の
事
業
の
種
類
そ
の
他
の
業
務
の
範
囲

第
十
九
条
第
二
項
第
七
号
中
「
当
該
対
象
事
業
者
が
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
構
成
員
で
あ
る
こ
と
又
は
」

を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
又
は
前
項
第
二
号
」
を
「
若
し
く
は
第
二
項
第
二
号
」
に
、「
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞

な
く
」
を「（
法
第
四
十
九
条
の
二
第
一
項
の
変
更
の
認
定
に
伴
う
も
の
を
除
く
。）が
あ
っ
た
と
き
、
又
は
同
条
第
一

項
た
だ
し
書
の
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
」
に
、「
同
項
第
三

号
」
を
「
第
二
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
二
項
の
規
定
は
、
法
第
四
十
九
条
の
二
第
一
項
の
変
更
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
第
四
十
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
、
法
第
四
十
条
第
一
項
、
法
第
五

十
八
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
民
事
訴
訟
法
第
九
十
九
条
、
第
百
一
条
、
第
百
三
条
、
第
百
五
条
、

第
百
六
条
、
第
百
八
条
及
び
第
百
九
条
、
法
第
五
十
八
条
の
四
並
び
に
法
第
五
十
八
条
の
五
」
に
改
め
、
同
条
第
三

項
中
「
又
は
第
二
節
」
を
「
か
ら
第
三
節
ま
で
」
に
改
め
、「
と
き
」
の
下
に
「
、
又
は
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
権
限
を
行
使
し
た
と
き
」
を
加
え
、「
同
項
各
号
に
掲
げ
る
」
を
「
、
第
十
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ

る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
当
該
」
を「
法
中
当
該
」に
改
め
、「
法

第
四
十
条
の
」
を
削
る
。

職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
三
年
三
月
二
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

政
令
第
五
十
八
号

職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
百
六
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の

政
令
を
制
定
す
る
。

職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
第
四
号
中
「
置
か
れ
、
又
は
置
か
れ
て
い
た
各
局
」
を
「
置
か
れ
る
各
局
」
に
改
め
、
同
号
ホ
及

び
ヘ
を
削
り
、
同
項
第
十
二
号
イ
中
「
、
上
席
研
究
調
査
官
、」を
「
及
び
」
に
改
め
、「
及
び
研
修
官
」
を
削
り
、
同
号

ロ
中
「
並
び
に
同
局
に
置
か
れ
て
い
た
上
席
調
査
官
」
を
削
り
、
同
項
第
十
四
号
中
「
若
し
く
は
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー

（
個
人
情
報
保
護
委
員
会
事
務
局
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

個
人
情
報
保
護
委
員
会
事
務
局
組
織
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
四
百
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
六
条
第
二
号
中
「
個
人
情
報
の
取
扱
い
」
の
下
に
「
、
個
人
関
連
情
報
取
扱
事
業
者
に
お
け
る
個
人
関
連
情
報

の
取
扱
い
、個
人
情
報
取
扱
事
業
者
及
び
仮
名
加
工
情
報
取
扱
事
業
者
に
お
け
る
仮
名
加
工
情
報
の
取
扱
い
」を
、「
監

督
並
び
に
個
人
情
報
」
の
下
に
「
、
仮
名
加
工
情
報
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日（
令
和
四
年
四
月
一
日
）

か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

環
境
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
三
年
三
月
二
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

政
令
第
五
十
七
号

環
境
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）第
七
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

環
境
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
十
一
号
中「（
地
球
環
境
局
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
削
る
。

第
四
条
中
第
九
号
を
削
り
、
第
十
号
を
第
九
号
と
し
、
第
十
一
号
を
第
十
号
と
す
る
。

第
十
四
条
第
七
号
中「（
地
球
環
境
局
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
削
る
。

第
二
十
六
条
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

環
境
大
臣

小
泉
進
次
郎

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉
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